噴火で 死滅し、 その上に 一 メ— トル ほどの 降 砂が 堆積 

した 後に、 再び 植物の 移住 定着が 始まり、 その後 は 無 

事で 今日に 到った ので はない かとい う 気がする。 

峰の 茶屋に は 白黒 だ ん だら の 棒 を 横た えた 踏切の よ 

せ さ ち り 

うな 関門が ある。 ここで 関守の 男が 来て 「通行税」 を 

一円と つて 還り 路の 切符 を 渡す。 二十 余 年の 昔、 ヴェ 

スヴィ ァスに 登った 時に も 火口丘の 上り口で r 税」 を 

とられた。 その 時 はこの 税の 意味 を 考えた が 遂に 分か 

ら なかった。 この 峰の 茶屋の 税も やはり 不思議な 税の 

一 つで ある。 あとで 聞く とこれ は 箱 根 土地 株式会社の 

作 つ た 道路で 専用 道路 だからとの 事で あ つ た。 



は 大変で ある。 一 つ 一 つの 石塊 を 切り出し、 運搬し、 

そうして かつぎ 上げる の は 容易で ない。 しかし 噴火口 

から 流れ出した 熔岩 は、 重力と いう 「鬼」 の 力で 押さ 

れて 山腹 を 下り、 その 余力の ほんの わずかな 剰余で 冷 

却 固 結した 岩 塊 を 揉み 砕き、 つかみ 潰して 訳 もな くこ 

ん なに 積み上げ たので ある。 

岩 塊の 頂上に 紅白の 布片で 作った 吹き流しが 立って 

いる。 その 下に どこかの 天 ぷら屋 の 宣伝 札ら しい もの 

が ある。 火山に 天 ぶら は 縁が あると 思えば 可笑し い。 

岩 塊の 頂で 偶然 友人 N 君の 一行に 逢った。 その 案内 

で 程近い 洞穴の 底に 雪の ある 冷泉 を 紹介され た。 小さ 



な 洞穴の 口で は 真冬 の 空気 と 真夏の 空気が 戦って 霧 を 

かも あさまぶ どう 

醸して いた。 N 君から はまた 浅 間 葡萄と いう 高山植物 

にも 紹介され た。 われわれの 「葡萄」 に比べる と、 や 

はり、 きりつと 引きし まった 美しい 姿 をして いる。 強 

い 紫外線と 烈しい 低温と に 鍛練され た 高山植物に は ど 

れを 見ても 小気味の よい 緊張の 姿が ある。 これに 比べ 

ると 低地 の 草木に は ど こか だら しのない 倦怠の 顔 付が 

見える ようで ある。 

帰りに、 峰の 茶屋で 車 を 下りて 眼の 上の 火山 を 見 上 

げた。 代赭色 を 帯びた 円い 山の背 を、 白いた だ 一 筋の 

道が 頂上へ 向って 延びて いる。 その 末 はいつ となく 



ころが その 翌日 は 両方の 大腿の 筋肉が 痛んで 階段の 上 

下が 困難であった。 昨日 鬼 押出の 岩堆に 登った 時に 出 

来た 疲労 素の 中毒であろう。 これで は 十日 計画の 浅 間 

登山 プラン も 更に 考慮 を 要する 訳で ある。 

ほととぎす 

宿の 夜明け 方に 時鳥 を 聞いた。 紛れ もない ほと と 

おち t こか さか じょう 

ぎす である。 郷里 高 知の 大高坂 城の 空 を 鳴いて 通る 

あの ほととぎすに 相違ない。 それから また、 やはり 夜 

みぎわ 

明け ごろに 窓外の 池の 汀 で 板片を 叩く ような 音が す 

る。 間もなく 同じ 音がず つと 遠くから 聞こえる。 水鶏 

ではない かと 思う。 再び 眠りに 落ちて うとうと しなが 

ら、 古い 昔に 死んだ 故郷の 人の 夢を見た。 フロイドの 



うな 話 をす るので ある。 

時候 は 夏で も 海抜 九 百メ— トル 以上に はもう 秋が 支 

配して いる。 秋 は 山から 下りて 来る という 代りに、 秋 

は 空中から 降りて 来る ともい われる であろう。 

(追記) 本文 中に 峰の 茶屋への 途中、 地表から 約 

ーメ ー トルに 黒土の 薄 層が あって、 その 中に 枯れた 

木の 根が あるので、 古い 昔の 植物の 埋没した もので 

はない かとい う 想像 を 書いて おいた。 その後 同じ 場 

所に 行って よく 調べて みると、 これらの 樹の 根に は 

生きて いるの も ある。 これで 見る と、 現在 生えて い 

る 樹木の 根が、 養分の 多い この 黒土 層 を 追うて 拡 



がって いるの だとい うこと が 分かる。 それにしても 

この 黒土 層の 由来 はや はり 前に 考えた ような もので 

あろうと 思われる。 

(昭和 八 年 十月 『週刊 朝日』) 
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